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２０１１年３月１１日におきた東日本大震災では多くの尊い命が
奪われた。東北地方にはイタコという死者の’j'1K塊を降ろし、死
者の語り「口寄せ」をおこなう口寄せミコがいる。震災から５
カ月たった８月、初盆の時期に合わせて、『I|ﾘ|日新聞』は､恐山
へイタコを求めてやってきた人々のI氾'|'を掲仙した。震災遺族
たちが、遠い三陸沿岸からやって来て、イタコに亡くなった家
族の口寄せを頼んでいること、それにより遺族たちは喪失感を
埋めることができているという記1:である。
なぜ三陸沿岸の人々は、何時間もかけて恐山のイタコをたず
ねたのであろうか。下北半島は、現在は本州の雌北端として、
しばしば最果ての地というイメージで語られる。しかし江戸時
代は海運航路が集まる地として賑わっており、三陸沿岸からも
人々がやって来ていた。そうした賑わいをみせる下北半島の恐
山は、海運商人をはじめ、漁師たちの海の信仰ともかかわりが
深い霊場でもあった。
東日本大震災後に三陸沿岸から恐山のイタコに口寄せを頼み
に来た人々の行動の背景に、そうした恐山の海の信仰や恐山と
三陸沿岸の関係を見ていきたい。
その前に、恐山とイタコの関係について＃蛾しておこう。
1．恐山とイタコ
「恐山」の「イタコ」による「ホトケ（死者）の口寄せ」は
全国的に有名である。「日本三大霊場めぐり」ツアーや青森･下
北観光を兼ねたツアーなど、いろいろなツアーの企画がみられ
る。ツアーのなかには「口寄せ」がＩｌ的のなかに組み込まれて
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いて、それでそのツアーに参加を決めた人も多い。恐山菩提寺
境内にある宿坊吉祥閣にも、イタコに口寄せをしてもらうため
に泊まっているという人が少なくない。
最も多くの観光客が恐山にやってくるのが７月２０ｐから２４
ｐにかけておこなわれる夏の大祭である。恐山菩提寺では２２
日朝は、’１１主が入山する上山式がある。ご詠歌を唱える人々や
僻侶、それに随にのった'11主が三途の川からif提寺総門まで行
き、そこで山主は篭を降り、草履をはいて参道を本尊安置地蔵
殿へ向かい、般若祈祷による本尊供養、大施餓鬼法要、それに
地蔵めぐりがおこなわれる（華隙11991：２、下北ナビ、むつ市
観光案内)。
これらの寺院の行事とは別に、菩提寺の境内、総門脇の塀の
近くではイタコたちがテントを張って口寄せをしている。しか
し上山式で山主や僧侶たちが参道を通る時は、イタコたちも参
道脇で出迎えをする。通り過ぎるとイタコたちはまたテントに
もどり口寄せを再開する。
人々はイタコのテントの前に列をつくり順番をまってホトケ
オロシをしてもらうのだが、総門が|＃|いて間もなくテントの前
に並んだ人たちでも、場合によっては昼すぎまで何時間も待た
されることがある。また、一人が一人のホトケを口寄せしても
らうとは限らないので、あと何人と数えていても以外と時間が
かかることがある｡毎年来る常連客もいて､そうした人々から、
かつては流行るイタコというのがいてそこは人が多くて待ち時
間も長かったなどという話を聞く。しかしそれもか限っての賑わ
いで、２０１１年には、テントが２つし力張られなかった。
イタコが集まってきて口寄せをすることをイタコマチという。
現在、恐山の代名詞のように思われているイタコマチでの口寄
せだが、歴史はそれほど古いものではないことが指摘されてき
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